
　　　　　　　　　　　（中間処理施設用表面）

　　　　　　　○○年　○月○○日

      (大阪府泉州農と緑の総合事務所長) 　　報告者

　　　住所　○○市○○町○丁目○－○

　　　氏名　株式会社○○○○

代表取締役　○○　○○
（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

　　　電話番号 ○○○－○○○－○○○○

　　　　××年度の産業廃棄物の処理実績について、次のとおり報告します。

事業所番号　　２００　　　－　　１０

株式会社○○○○　　　　　□□工場 電話番号　○○○－○□□－○○○○

〒○○○－○○○○　　　□□市□□町□－□－□ FAX番号 　○○○－○□□－○○○□

処 理 能 力 A汚泥（ｽﾗﾘｰ） A汚泥（ｹｰｷ） A廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 A B 種 類 C 排 出 量 処 理 方 法 処 分 量

20m3／日

0.6t／時間

8.5t／日

注 1.この報告書は、前年４月１日から３月３１日までに処理した産業廃棄物の量を記載して６月３０日までに提出して下さい。
2.処理した産業廃棄物の種類をＡ欄に記入して、それぞれの種類ごとに年間の処理量を記入して下さい。
3.用紙が足りない場合は必要なだけコピーして下さい。

中間施設－６

545t3,000m3 320t 120t 545t

120t廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類120t 焼却処分（委託処理） 120t

処理後の産業廃棄物の処分量（単位　ｔ・m3）処理した産業廃棄物の種類と年間処理量（単位　ｔ・m3）

5t埋立処分（委託処理）

320t 100t埋立処分（委託処理）100t

汚泥の脱水施設

001－S63－009

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類の破砕施設

007－H09－007

3,000m
3 焼却処分（自家処理） 320t

もえがら

ばいじん

許 可 番 号

汚泥（ｹｰｷ）

5t

320t

合　　計

産 業 廃 棄 物 処 理 施 設 実 績 報 告 書 （××年度実績）
大阪府知事　様

汚泥の焼却施設

003－H09－T003

事 業 場 の 名 称

事業場の所在地

産業廃棄物処理施設の種類

例） 自社で、汚泥脱水施設、汚泥焼却施設、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
の破砕施設を設置しており、ｽﾗﾘｰを脱水し、その脱水ｹｰｷを
焼却施設に投入している。焼却後のもえがら、ばいじん及び
破砕後の廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類は埋立処分を委託している。

許可証に記載されている許可番号
と処理能力を記入して下さい。

封筒宛名シールに付している番号



（中間処理施設用裏面）

1.処理後の産業廃棄物の処分状況

　自家  委託業者 許 可 番 号 自家処分 自家処分 委託業者

運搬量     運搬量 （大阪府知事） 　　　　方法 　　　　場所 　　処分量

（注） 処理後の産業廃棄物の分析結果（写し）を添付して下さい。

2.各責任者

有・無

中間施設ー7

技　術　管　理　者 職　　製造課長　　　　　　　氏名　　△△　○○ 資格の有無

記入者
所属　　製造課 電話番号 ○○○－○□□－○○○○

氏名　　△△　○○ FAX番号 ○○○－○□□－○○○□

安定型
埋立処分

大阪府
○○市
□□町

○○□□○

産業廃棄物処理責任者 職　　製造部長　　　　　　　氏名　　○○　□□

120t ××処分㈱

同上 同上 同上

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
類 120t 120t ㈱○○興業 ○○□○○

同上 5t 同上

100t □□開発㈱
管理型
埋立処分

○○県
△△－
○○○－
○□○○○

ばいじん 5t 5t 同上

もえがら 100t 100t △△環境㈱ ○○○○○

焼却 当工場

許 可 番 号
　　　氏名又は名称 　　　氏名又は名称

汚泥
（ｹｰｷ） 320t 320t 320t

処理後の産業廃棄物 中　間　処　理　後　の　運　搬　状　況 中　間　処　理　後　の　処　分　状　況

B 種 類 C 排出量
　委託業者の

自家処分量
　委託業者の

処分方法 処分場所


